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現 代 ウ ル ド ウ ー 文 学 の 一 潮 流

Alamati Afsana, Tajridi Afsana

萩 田 博

小論では1960年 代にウル ドゥー小説の分野で一つの大きな潮流を形成していっ

た、Alamati Afsana(象 徴小説), Tajridi Afsana(抽 象小説)に ついて取 り上げ,

その特質及びウル ドゥー文学史上に於ける位置付けについて考察 してみたい と思

う。

さて, まず このAlamati Afsana, Tajr1di Afsanaと い う用語であるが, こ

れは研究者や文芸評論家によって様々な概念規定がなされている現状にあるが,

1940年代中頃より顕在化した進歩主義文学運動指導部(例 えばサッジャー ド・ザ

ヒールやア リー サルダール ・ジャアフリーなど)の 有 していた文学理念 と比較

することによってより明確になると思われる。

1940年 代中葉 より, 進歩主義文学運動は, 文学が社会変革のための手段であり, 

人間存在を規定する政治的, 社会的, 経済的諸問題が作品の主題 として取 り上げ

られねばならないとし, 手法的には作者の意図することを読者に明確に伝達する

ために, 直裁な表現を用いた写実主義が採用されるべきであるとする理念に支配

されるようになった。 これに対 してAlamati Afsana, Tajridi Afsanaと 呼ばれ

る小説では政治的, 経済的, 社会的状況よりも個の心的過程や個を取 り巻 く文化

的背景が主題として取 り上げられる傾向にあ り, 手法的には, 神話, Dastan, 様

々の宗教聖典から象徴的なものを抽出し, 小説に繰 り返む作業や, 時代 ・場所の

設定をせず, 登場人物の名や性格描写を省略 し, プロットを無視するといったア

ンチ ス ト リー的なものも存在 している。こ うした範躊に入る作品の系譜を考

える場合に注意しておかねばならないのは, こうした小説が1960年 代前後に突如

出現したわけではないことである。例えば1932年 に出版された 『Angare』 に収録

されている諸作品にはAlamati Afsana, Taj Afsanaの 篇疇に入る短編小

説であるし, この作品集の共同執筆者の一人である, アフマ ド・アリーの毎編集

『Qaid k:hana』(1944年 刊)に 収められている 「Qaid khana」,「Prem kahani」,

「Qala」,「Guzre din6p ki yad」 は思想的にも優れた内容を持つAlamati Af

sana, Tajridi Afsanaで ある。またラージェソダル ・スィソグ ・ベーディーの
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後期 の短 編 に は こ うした傾 向 を持 つ ものが 多 くな っ てい った こ とに も注 意 して お

きた い。

さて, 小論 で は1960年 代 前後 か らAlamati Afsana, Tajridl Afsanaの 執 筆

を 開 始 し, 現 在 に 至 る まで 意欲 的 な創 作 活 動 を持 続 し, この分 野 の作 家 と して 最

も重 要 な存 在 で あ る と イ ンテ ィザ ー ル ・フサ イ ン Intizar Husainを 中 心 に取 り,

上 げ て, こ うした短 編 小説 の成 立過 程 と文 学 史 的背 景 を考 察 す る こ とにす る。

イ ンデ ィザ ール ・フサ イ ソは1925年12月 にBlllandshahr県 に あ るDubaiに 生

まれ, 10歳 前 後 まで の期 間 を この地 で過 ごす こ とに な った。 篤 信 家 であ る父 の方

針 で彼 は まず ア ラ ビア語 の教 育 を うけ る こ とに な った が, 幼 な い彼 の 関心 は 自 ら

を取 り巻 く自然 や そ れ に まつ わ る民 間伝 承, 祖 母 が 毎晩 の よ うに話 して くれ る物

語, 父 の所 蔵 し てい た 千 夜一 夜 物 話 な どに 向 か って い た。 イ ソテ ィザ ー ル ・フサ

イ ソは, し ば し ば 〈過 去 〉 や 〈記 憶 〉 を 描 出す る作 家 で あ る と評 され るが, そ の

〈過 去 〉,〈記 憶 〉 の 元型 は, このDubai時 代 に培 わ れ た もの であ り, 彼 の 文 学 的

営 為 を探 る上 で非 常 に重 要 な 意味 を持 っ て い る。Dubalか らHapurに 移 り,

High Schoolを 卒 業 した彼 はMerath Collegeに 入 学 し, 1946年 に ウル ドゥー

でM.A.の 学 位 を取 得 した。 メ ー ラ ト時 代 に 於 い て 特筆 す べ き こ とは ムハ ソマ

ド ・ハ サ ソ ・ア ス カ リー との 出会 い で あ ろ う。 両 者 の交 友 は イ ソ ・パ 分 離 独 立後, 

よ り緊 密 な もの とな って ゆ く。 分 離 独 立後 彼 は ラー ホ ー ル に 移 住 し,『Adab-e

Latif』等 の文 芸 雑 誌 や 様 々な新 聞 の編 集 な どに携 って現 在 に至 っ て い る。 現 在 ま

で に刊 行 され た 彼 の 主 要著 書 は 以下 の通 りで あ る。

『Gali kuce』(短 編集)1952年 刊,『Cand gahan』(長 編小説)1953年 刊,『Kan-

kari』(短 編集)1955年 刊,『Din aur dastan』(中 編小説集)1962年 刊,『Akhiri

admi』(短 編集)1967年 刊,『Zarre』(コ ラム集)1976年 刊,『Basti』(長 編小説)

1979年 刊,『Kachwe』(短 編集)1981年 刊, 『Alamatbp ka zawal』(評 論集)1983

年 刊,『Zamin aur falak aur』(旅 行記)1984年 刊。

さて 次 に進 歩 主 義文 学 運 動 に対 して, 彼 の とっ た位 相 につ い て述 べ る こ と にす

る。 文 学 に傾 倒す る 学 生 時 代 を過 ご して い た頃, 彼 の心 を捉 えた の は, 1910年 代

生 まれ の 作 家達 で あ り, 特 に ク リシ ャ ン ・チ ャ ソ ダル の作 品 は彼 を大 い に魅 了 し

た。 また プ レー・ムチ ャ ソ ドは 彼 の最 も敬 愛 す る 作 家 の一 人 で あ った。 この ことか

ら も容 易 に推 察 で きる よ うに, 学 生時 代 の イ ソテ ィザ ー ル ・フ サ イ ソは進 歩 主 義

文 学運 動 に 共 鳴 し, そ の影 響 を受 容 して い った の で あ る。 彼 が 進 歩 主 義 文 学 運 動

に疑 念 を持 ち は じめ る 大 きな要 因 とな った の は イ ン ・パ分 離 独 立 で あ った。 分 離
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独立前後の未曽有の混乱期を背景 として, いわゆる 「動乱文学」が執筆されてい

ったが, この分離独立をムス リムの封建的地主 とイギ リスの陰謀であるといった

捉え方をする作品や 「動乱」を人間性を喪失した人々による悪 と規定 し, ヒュー

マニスティックな感情を唱い上げた作品はインティザール ・フサイソにとって受

容することの出来ないものであった。彼にとってこの 「動乱」は複合的で螺旋状

の構造を持 った歴史的背景を考察することを強いるものであった。 また彼にとっ

てはこの 「動乱」そのものより, Hijrat(移 住)と い うものがか り大きな時代的

経験として映 った。 イソド側か らパーキスターソに移住 した者だけでぽなく, パ

ーキスターン領に分離独立以前からいた者 も新生国家に組み込まれたことによっ

て精神的Hijratを 経験したのであ り, その意味を考えることが作家の責務 であ

ると彼は考えた。そしてこのHijratに よって彼が直面 したのは, 失なわれ た社

会とは何であったかとい う疑問であった。 こうして自らのイアデンティティーを

模索する作業に入った彼にとって進歩主義文学者は 「現在」と 「未来」を重視す

るあまり,「過去」に関心を払 っていないと映 ったのである。そして彼 の考 え る

「過去」とは歴史, 宗教, 神話, 物語文学, 信仰, 俗信等, 様々なものを包 含 し

た一つの文化的複合体であった。 こうした彼の問題意識には, ウル ドゥー文芸批

評の作業過程でインド・ムス リムのアイデンティティーを模索する課題を追求し

ていったムハソマ ド・ハサソ・アスカリーと同質のものを読み取ることが出来る。

また彼の考える 「過去」を構成するものには象徴性をおびた ものが多いことは, 

後の彼の文学的営為を考察する上で非常に重要な意味を持 っているのである。

さて次に彼の作品について述べることにする。彼が作家活動を開始したのはパ

ーキスターソに移住後のことであった。彼の処女作である 「Qaiyuma ki dukan」

は1948年 に 『Adab-e Laif』 誌に発表されている。『Gali kuce』,『Cand gahan』,

『Kankari』 には1950年 代中頃までに彼の執筆した小説が収められているが, この

時代の作品の特徴として, 分離独立以前の小さな町に住む人 々の生活を愛惜を込

め, 写実的な手法で丹念に描出していることや, 土地や文化的 ・社会的紐帯を断

ちパーキスターソへの移住を選択した人々が移住後直面 しなければならなか った

様々の問題が取 り上げられていることなどがあげられ よう。こうした彼の写実主

義的作風が変化を見せるのは1950年 代後半に入ってか らのことであ り, 1961年

『Nuqush』 に発表された 「Akhiri admi」 はAlamati Afsana, Tajridi Afsana

として完成度の高い彼の代表作の一つである。自分以外の町の住民が皆猿になっ

てしまった男が, 自分も猿になるのではないかとい う恐怖と闘いながら人間とし
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て生 き てゆ こ う とす る姿 を 描 き, 終 に は そ の 男 も猿 に な って し ま う とい う結 末 を

迎 え る この作 品 は, 安 息 日に魚 を食 べ た 罰 とし て猿 に され た ユ ダ ヤ人 が い た とい

う, コー ラ ソに記 され て い る伝 承 が 下 敷 き に な っ て い る。 そ して この短 編 で イ ソ

テ ィザ ー ル ・フ サ イ ソは現 代 人 の 〈孤 立 〉, 道 徳 的 退 廃 を 象 徴 的 に 提 示 し よ うと

した と考 え られ る の であ る。1962年 『Savera』 誌 に 発 表 され た 「Zard kutta」 で

は イ ス ラー ム神 秘 主 義 者 の言 行 録 を 基 底 に据 え, 人 間 の 〈欲 望 〉 の問 題 が 扱 わ れ

て い る。

こ うして コー ラ ソや ハ デ ィー ス, Dastan, ジ ャ ー タ カ等 様 々 な書 物 に記 され て

い る事 柄 か ら着 想 を 得 て, そ れ を小 説 の 中 で再 構 成 し, 現 代 人 の抱 え る心 理 的, 

文 化 的 諸 問 題 を 象 徴 的 に提 示 す る とい う手 法 を イ ソテ ィザ ー ル ・フ サ イ ソは この

時 代 に 確 立 して い った ので あ る。 また 彼 は 小 説 で政 治 状 況 を反 映 した も のを 全 く

執 筆 し なか った 訳 で は な く, 例 えば 『Shahr-e Afsos』 に収 録 され てい る短 編 小

説 に は, 1971年 の バ ソ グ ラデ シ ュ独 立前 後 の状 況 を暗 示 的 に描 出 した ものが 数 編

あ る こ とに注 目 して お きた い。

イ ソテ ィザ ー ル ・フサ イ ソがAlamati Afsaina, Tajridl Afsanaを 執 筆 しは

じめた の と, ほ ぼ時 期 を 同 じ くし て, ア ソ ワル ・サ ッジ ャー ド(1935), ハ ー リ

ダ ・フサ イ ソ(1938), , ラ シー ド ・ア ム ジ ャ ド, ス レー ソダ ル ・プ ラカ ー シ ュ

(1930), バ ル ラー ジ ・メー ソ ラー(1935)ら の作 家 がAlamati Afsana, Ta-

jrldi Afsanaの 執 筆 を 開 始 して い る。 彼 ら とイ ソテ ィザ ー ル ・フ サ イ ソ の 手 法

に は幾 らか の 相違 点 が あ る。 例 え ば イ ソテ ィザ ー ル ・フサ イ ソが 宗 教 聖 典, 古

代 説 話, Dastan等 か ら読 者 に 了解 可 能 な 〈喩〉 を描 出 し, 小 説 に適 用 した 作 品

を 多 く執 筆 して い るの に 対 し, 他 の 作 家 は よ り抽 象 的か つ個 人 的 な 〈喩 〉 を用 い

た 作 品 を 創 出 して い る。 また イ ソテ ィザ ール ・フサ イ ソの 小説 が プ ロ ッ トや 〈物

語 性 〉 を 保 持 して い るの に 対 し, ラ シ ー ド ・ア ム ジ ャ ドの よ うに そ う した プ ロ ッ

トや 〈物 語 性 〉 を も敢 え て捨 象 す る こ とを 辞 さな い文 学 姿勢 を取 る者 も 少 な く

ない の で あ る。 イ ンテ ィザ ー ル ・フ サ イ ン は 「Afsane mep cautha khunt」 と

題 す る評論 の 中 で1930年 代 か ら40年 代 にか け て 確 立 され て い った ウル ド ゥー小説

の手 法 を 「19世紀 の文 学 手 法 」 と し て捉 え, 自 らを も 含 め てAlamatl Afsana,

Tajridi Afsanaを 執 筆 す る作 家 は 「20世紀 の文 学 手 法 」 を模 索 してい る の だ と

論 じ てい る。

進 歩 主 義文 学 運 動 は1930年 代 後 半 か ら40年 代 中 葉 まで 当 時 の 政 治 状 況 と も相 倹

っ て ウ ル ドゥー文 学 者 に大 き な影 響 を及 ぼ し, 優 れ た 作 品 が 数 多 く生 み 出 され て
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い った。 しか しサ ッジ ャー ド ・ザ ヒー ル, ア リー ・サ ル ダ ール ・ジ ャ ア フ リー ら

は進 歩 主 義 文 学 とい う もの の理 念 を社 会 主 義 リア リズ ム の方 向 へ 収 敏 させ よ うと

して い った。 こ う した 動 向 は分 離 独 立 以 降 に ウ ル ドゥー小 説 の執 筆 を 開始 した作

家 に と って は主 題 と手 法 の硬 直 化, 自 ら の問 題 意 識 を 十 分 に表 出 し きれ な い もの

と して映 った と考 え られ る。Alamati Afsana, Tajridi Afsanaが1960年 代 に 入

って 多 くの 作 家 に よ って創 作 され る よ うに な った 背 景 に は, 新 進 作 家 の進 歩 主 義

文 学運 動 の持 つ文 学 理 念 に対 す る疑 念, 反 擾 と共 に パ ーキ ス タ ー ソに於 け る進 歩

主 義文 学運 動 に対 す る弾 圧, ア イ ユ ー ブ政 権 に よっ て一 層 強 化 され た 言論 統 制 も

大 き く作 用 して い る と考 え られ る。

 現在Alamati Afsana, Tajridi Afsanaは ウ ル ドゥー小 説 の 分 野 に於 い て 非

常 に 大 きな 位 置 を 占め て お り, イ ンテ ィザ ーヲル ・フサ イ ソや ア ソ ワル ・サ ヅジ ャ

ー ド以 降 の 世 代 の 作 家 の 多 くが こ うした 小説 を執 筆 して い る。 こ う した 傾 向 に危

惧 を 抱 い てい る文 学 者, 評 論 家 も少 なか らず, 特 に 〈了 解 性 〉 を も無 視 した ア ソ

チ ・ス トー リーを 志 向 す る一 部 の 作 家 の文 学 的 営 為 に 対 して は批 判 的 な意 見 が 多

い。 現 在 ウル ド ゥー 小説 が 停 滞 状 況 に あ る と言 わ れ る原 因 をAlamati Afsana, 

Tajrldi Afsanaの 持 つ 〈抽 象 性 〉 に 求 め るDr.ジ ャ ミール ・ジ ヤー レ ビー らに

よ る批 判 は 今後 十 分 に検 討 され ね ぽ な らな い重 要 性 を 有 し てい る と考 え られ る。

イ ソテ ィザ ー ル ・フサ イ ソ 自身 も 「Afsane mep cautha khupt」 で 自 らを 含 め

たAlamati Afsana, Tajridi Afsanaの 作 家 の文 学 的 営 為 を 「意 味 を持 った新

しい 小説 」 が創 作 され る た め の下 地 を準 備 す る過 程 と し捉 え てい る ので あ る。

〈キーワー ド Alamatl Afsana, Tajridi Afsana, イ ンテザ ール ・フサイ ン

(東京外 国語大学講師)
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